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せ
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ク
リ
ス
マ
ス
の
三
つ
の
贈
り
物 

 
｢

イ
ス
ラ
エ
ル
の
聖
な
る
方
は
、
あ
な
た
の
中
に
お
ら
れ
る
、
大
い
な

る
方
。｣

(

イ
ザ
ヤ
一
二
ノ
六)  

創
造
者
は
三
つ
の
か
け
が
え
の
な
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
は
処
女
マ
リ
ヤ
の
胎
に
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
を
人
の
罪
の
身
代
わ
り
に
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
二
は
十
字
架
で
贖
い
の
死
を
遂
げ
ら
れ
三
日
目
に
エ
ス
様
は
復
活
さ

れ
、
四
〇
日
間
信
じ
る
弟
子
達
に
顕
れ
、
昇
天
さ
れ
、
助
け
主
、
御
聖

霊
を
私
た
ち
の
心
の
中
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
は
や
が
て
、
約
束

の
如
く
昇
天
さ
れ
た
イ
エ
ス
様
が
再
臨
さ
れ
る
の
で
す
。
人
間
の
根
本

的
な
罪
と
は
犯
し
た
罪
の
大
小
、
な
ら
び
に
罪
の
種
類
以
上
に
心
の
あ

り
方
で
す
。
創
造
さ
れ
た
人
間
が
創
造
者
を
信
じ
な
い
と
い
う
こ
と
ほ

ど
大
き
な
罪
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
神
は
そ
の
一
人
子
を
提
供
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
こ
の
方
は
御
自
分
の
国
に
来
ら
れ
た
の
に
、
ご

自
分
の
民
は
う
け
い
れ
な
か
っ
た
。」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
一
一)

。
三
つ
の
神

の
贈
り
物
は
修
養
、
悟
り
、
犠
牲
、
善
行
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
の
で

な
く
、
無
条
件
に
唯
信
じ
さ
え
す
れ
ば
与
え
ら
れ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、

人
は
創
造
者
よ
り
の
贈
り
物
を
拒
み
、
十
字
架
に
つ
け
て
殺
し
て
送
り

返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
神
に
対
す
る
失
礼
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
仮
に
天
皇
陛
下
の
贈
り
物
を
受
け
取
り
拒
否
で
返
送
す
る
な

ら
昔
な
ら
不
敬
罪
で
逮
捕
さ
れ
ま
す
。
神
様
は
二
千
年
も
忍
耐
を
も
っ

て
、
贈
り
物
を
人
間
が
受
け
取
る
こ
と
を
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

今
日
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
、
イ
エ
ス
様
の
受
肉
降
誕
、
聖
霊
内
住
、
や
が

て
ま
も
な
く
天
の
婚
姻
に
よ
り
私
た
ち
の
花
婿
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る

創
造
者
の
贈
り
物
を
感
謝
し
て
受
け
取
り
神
を
崇
め
ま
し
ょ
う
。 

 

あなたがたの切り出された岩、掘り出された穴を見よ。 
イザヤ５１：１ 
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ク
リ
ス
マ
ス
集
会 

十
二
月
二
二
日
（
日
） 

 
ク
リ
ス
マ
ス
賛
美
礼
拝 

午
前
一
一
時
～
午
後
〇
時
半 

黄
金
聖
句
朗
読 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾 

瀬 

姉 

司
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄 

司 

姉 

一
、
前 

 
 

奏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 

村 

姉 

一
、
聖
歌
隊
入
堂
斉
唱
（
生
け
る
者
） 

 

一 

〇 

〇
（
三
頁
） 

一
、
聖
歌
隊
斉
唱
（
く
し
き
星
よ
） 

 
 

一 

一 

八
（
四
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
、 

聖
書 

朗
読
（
ル
カ
二
ノ
一
～
五
） 

小 

段 

姉
（
五
頁
） 

一
、
（
ル
カ
二
ノ
六
～
一
〇
） 

 
 
 
 
 

尾 

瀬 

姉(

五
頁) 

一
、
（
ル
カ
二
ノ
一
一
～
一
五
） 

 
 
 
 

庄 

司 

姉(

五
頁) 

一
、(

ル
カ
二
ノ
一
六
～
二
〇
） 

 
 
 
 

全 
 
 

員(

五
頁) 

一
、
祈 

 
 

祷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

櫛 

原 
 

姉 

一
、
聖
歌
隊
斉
唱(

あ
あ
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
） 

 

一 

一 

五
（
六
頁
） 

(

い
ざ
う
た
え
） 

 
 
 

一 

〇 

八
（
七
頁
） 

(

天
な
る
神
に
は)  

 
 
 

一 

一 

四
（
八
頁
） 

 
 

(

今
宵
な
り
わ
た
る)  

 
 
Ⅱ
一
二 

一
（
九
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 

(

き
よ
し
こ
の
夜
） 

 
 

一 

〇 
九
（
一
〇
頁
） 

一
、
一
同 

賛
美(

も
ろ
び
と
） 

 
 
 
 

一 

一 
二
（
一
一
頁
） 

一
、 

 
 
 

(

荒
野
の
は
て
に
） 

 
 

一 

〇 

六
（
一
二
頁
） 

一
、
聖
歌
隊
退
堂
斉
唱
（
あ
め
に
は
さ
か
え
）
九 

 
 

八
（
一
三
頁
） 

一
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
救
い
主
の
御
降
誕
」 

 

山
本 

牧
師 

一
、
一 

同 

賛
美
（
ま
ぶ
ね
の
な
か
に
） 

一 

二 

一
（
一
四
頁
） 

一
、
感
謝 

献
金 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 
 
 

同 

一
、
感
謝
の
祈
祷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

内 

家 

一
、
頌 

 
 

栄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 
 
 

同
（
一
八
頁
） 

一
、
祝 
 
 

祷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本 

牧
師 

一
、
会 

 
 

食 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
階 

食
堂 

   

 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

午
後
二
時
～
午
後
四
時 

司
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

本 

師 
 

 

一
、
賛
美
と
演
奏 

 
 
 
 
 
 

水
野
夏
子
姉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
、
賛
美
や
信
仰
の
恵
み
の
証
さ
ん
び 

一
、
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 

大
日
丘
ク
リ
ス
マ
ス
た
こ
焼
き
会
日
時 

日
時 

一
二
月
二
四
日
（
火
） 

た
こ
焼
き
会 

午
後 

四
時 

場
所 

大
日
が
丘
住
宅
集
会
所 

腹
話
術
、
ゲ
ー
ム
ー
、
賛
美 

  

第
十
三
回
癒
し
五
〇
日
連
続
祈
祷 

一
二
月
七
日(

土)

～
一
月
二
五
日(

土) 

午
後
一
時
～
午
後
二
時
半 

（
祈
り
の
後
、
楽
し
い
テ
ィ
ー
で
休
憩
） 

 

場
所 

教
会
二
階(

気
軽
に
参
加
し
て
共
に
祈
り
ま
し
ょ
う) 

    

（
一
九
頁
） 

（
二
〇
頁
） 

     


